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トリオ クチル ア ミン による乳酸 ， 酒石酸 ， コ ハ ク酸 ，

クエ ン酸 の 抽出

佐藤　太一  
， 渡 辺 　 泰 ，　中 村 　 央

＊

（且985 年 3 月 7 日 受 理）

キ シ 。 晞 釈 の ト iJ　t ク チ ル ア ・ ソ ぐrOA ，
　R

，
N ） に よ る 乳臨 酒石酸 ・

… ク 酸及 び ク エ ソ 酸 の 抽

出 に つ い て 比鰕 討 し た ．賂 酸 の 才由出 物 に つ い て 赤外線 呶 ・ ペ ク トル を 測 定 し た ・そ の 結果 抽 出 平

衡 は 次 の よ う に 示 さ れ る ・ と瀚 か 。 た ． す な わ ち H ・ A ・・ ql ＋ mR
・
Nl

・rg ・ F ・± （R ・N ）mH ・
Ac・ ・ g ・ こ

こ で 乳 酸 は n
，
m ＝・1，酒 石 酸及 び コ ハ ク 酸 は n −・2，　m ・− 1〜2 及 び ク エ ン 酸 は n − 3，　

m − 1〜 3 が 適 用 さ

れ る ，そ し て 乳酸 で は 水相 の 酸灘 の 高 ・・と ・ ろ で ，更 に 乳 酸 の 付 加 し た 化学種 ［R ・
NHA ］HA が 形成

さ れ る．以 上 の 結 果 は TOA 抽 出 物 の 赤 外線 吸 収 ス ベ ク ト ル の 検 討 か ら も 支持 さ れ る・

　　　　　　　　 1 緒　　　言

　近年長鎖状 ア ル キ ル ア ミ ン は 溶媒抽出剤 として 分析化

学 を初 め と し て 金属の精錬 な どの 各分野で 使 用 さ れ て い

る，そ れ ゆ え著者 らは溶媒抽出剤 と し て の 脂肪族 ア ミ ン

の 適応性 に 関す る 基礎的知見を得 る た め ，既 に 第 3 ア ミ

ン （ト リ オ ク チ ル ア ミ ン ，TOA ）及 び 第 4 ア ソ モ ニウ ム

塩 （ト リ オ ク チ ル メ チ ル ア ン モ ニ ウ ム ＝ ク ロ リ ド，
TO −

MAC ） に よ る 無機酸 の 抽出を 検討 し た
1）− 4）． 本報告 で

は それ らの 研究に 引 き続 き更 に TOA に よ る 有機酸 の

抽出挙動 を 調べ
， 無機酸 の 抽 出結果との 比 較を 行 う こ と

を 目的 と し た． し か し 有機酸 の 溶媒抽 出に 対 し て は 低

級脂肪酸に 関する 結果 が多数 発表 され て い る の で
S）， 本

論文で は 有機酸 と し て ナ キ シ カ ル ボ ソ 酸類 の 乳酸，酒 石

酸， ク ニ ソ 酸及 び 酒石酸 との 比較 の た め に 二 塩基酸 の コ

ハク 酸を研究対象 に 選ん だ ．

2　実 験

　2・ 1 試 　薬

　TOA （広 栄化 学 工 業 ，　 RsN
， 純度 99 ・6％） は 精 製 せ

ず その ま ま キ シ レ ン で 目的 濃度 に 希 釈 し て 使 用 し た ．有

機酸溶液 は 乳 酸 （和 光 純薬 工 業）， 酒 石 酸 （小 宗 化 学薬

品）， ク エ ソ 酸 （磐 田 化学工 業），及 び ゴ バ ク 酸 （小 宗化

学 薬 品）を そ れ ぞ れ イ オ ン 交換水 に 溶解 し た ．そ の 他 の

試 薬 は す べ て 特級 を 使 用 し た ．

＊

静岡 大 学 工 学部合成化 学科 ； 432 静岡県浜松 市 城

　 北 3−5−1

　2・2　操　作

　キ シ レ ン 希 釈 の TOA 溶 液 と 所 定 濃度 の 有機酸溶液 の

各 等 量 （且Om1 ） を 共栓付 き 三 角 フ ラ ス コ （50ml ）に 入

れ ，一定温度 の 恒 温 水相中 で 5 分間振 り混 ぜ て 平衡 に し

た 後 ， 両相 の 有機 酸濃 度 を 決 定 し た一 抽 出温度 は 温 度 の

影響 を調 ぺ る と き以外 は 20° C を 採用 し た ．

　2。3　分析及び測 定

　有機酸 の 定量 ： 予備実験 の 各有機酸 の 滴定曲線に基づ

い て ，抽 出後の 水相及 び 有機相か ら試料 5ml を 採取 し，

水相の 試料 は そ の ま ま，有機相 の 試料 に は 75％ エ タ ノ

ール 25皿 1 を加え， フ ェ ノ
ー

ル フ タ レ イ ソ を 指示薬と

し て 1．0
，
0．1 又 は 0．02mol 　dm −1

水酸化 ナ ト リ ウ ム

溶 液を 適宜使用 し て，中和滴定 に よ り各有機酸量 を決定

し た．た だ し乳酸 の 場合 は 初期乳酸濃度 か ら有機相中の

値を 引い て 乳酸濃度 と し た ．分配 比 D は，D ＝ （平衡後

の 有機相中 の 全有機酸濃度）／（平衡後 の 水相中 の 全有 機

酸濃度） と し て算出 し た，

　水分含有量 の 定量 ： 抽 出 後 の 有機相中 の 水分含有量は

カ ール フ ィ ッ
シ ャ

ー滴定 （筒井理 化学 Kar1 −Fischer 電

気滴定装置 MS −2 型） で 測定 し た
1）3）・

　赤外線吸収 ス ペ ク ト ル ： 酒石酸及 び ク エ ソ 酸は ダ イ フ

ロ イ ル 　（波数範囲 4000 〜1300cm ”i
） 及 び ヌ ジ ョ

ール

（1300 −−650　cm
− i

） を適宜使用 し ， 酸抽 出後 の 有機 相 は

減圧下 60°C 以下 の 温 度 で キ シ レ ソ を留去し ， 得 られ た

抽出物を ペ ース ト法で ， 日本 分光製 自記赤外分光光度計

IRA −1（rOOO〜650　cm − 1
｝ セこ よ り KRS −5 セ ル を使用 し

て 測定 した
且）S ）．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japan Society for Analytical Chemistry

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Sooiety 　for 　Analytioal 　Chemistry

560 BUNSEKI 　 KAGAKU VoL 　糾 　（1985）

3 結果 と考察

　3 ・1　抽 出平衡

　水 相の 初期 有機酸濃度を 変え て 有機相中 に 抽 出 さ れ た

酸量を 調 べ た結 果を Fig ．1〜3 に 示 す．抽 出 され る 各

有機酸量は い ず れ も 水相の 酸濃度 の 増加 と と もに 増加
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Extraction　of　tartaric　and 　citric 　acids 　by
TOA 　in　 xylene

Num ¢ rals 　on 　c… es 　represent 　initia瓦 TOA 　 concentm ．
tion8，　 mol 　dm −3

； △ and 　O 　denote　 th 鱈 extraction 　of

tartaric　and 　 ci ¢ ric 　acids ．　 respectively ．
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Fig．3　Extraction　 of 　 succinic 　acid 　by　TOA 　in

　　　　 xy 且ene

　 　 　 　 Numcrals 。n　curves 　 r叩 rcsen ヒ in重tia正TOA 　c 。 ロ centra −
　 　 　 　 tiGns，　mol 　dm −3，

し て お り， TOA 濃度 を変 え て も 各有機酸 の 抽 出曲線

の 形状に は あま り変化が 認 め られ ない ．そ し て 各有機酸

の 抽出曲線に 対 して 1rnDldm − s
　TOA に よ る抽出の 場

合 を 比較する と，酒石 酸と ク エ ン 酸 で は 有機相中 へ の酸

の 抽出量 が約 1　rnol 　dm “s
付近 に 漸近す る の に 対 し，乳

酸で は 2mol 　dm − s 付近 で
一定 とな る傾 向を示 し て い る

（た だ し コ ハ ク 酸 は 水 に 対す る 溶解度 が 低 く， 0 ．5mol

dm −s ま で しか 測定 で きな か っ た の で 明確で は な い が ，

酒 石酸 と同様な傾向を 示 す もの と 考 え られ る ）．そ の た

め 酒石酸 ， （コ ハ ク 酸）及 び ク エソ 酸 は TOA と 且対 1

の 化学種 RsNHtiA を形成 す る の に 対し ， 乳酸 は 水相 の

酸濃度が 高くな る と無機酸の 抽出
1）8） で 観察 され た と 同

様に更に 乳酸 の 付加 した 化 学種 ［RsNH 。
A ］HnA の 形成

が予 想され る・こ こ で HnA は乳酸 （n ＝・1）， 酒石 酸及

び コ ハ ク 酸 （n ＝2）及 び ク エ ン 酸 （n ＝ 3） を そ れ ぞれ表

す．

　
一方 TOA 初濃度 に 対す る 各有機酸 の 分配比 の 依存

性 に つ い て 検討す る た め ，各酸 の
一

定濃度 に お け る分配

比 と TOA 濃度 の 109−109 プ ロ
ッ トを取 り，そ の 傾 きを

調 べ た 結果 Table 　 1 を 得た ．　 Table 　I よ り こ れ ら曲線

の 傾きは 乳酸 で は 約 0・5〜1， 酒石 酸及 び コ ハ ク 酸 で は

約 1〜2 及 び ク エ ソ 酸 で は 約 1〜3 と条件に よ り変化 す
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Table 　 l　Dependence 　of 　distribution　 ratio 　on

　 　 　 　 TOA 　 concentration

Initial　 aqUCOUS

erga ロ ic　 acid

con ⊂ n．！mo 正dm −3

S艮ope

Lactic　　 Tartaric　　　 Succinic　　　 Citric
acid 　　　　　 acid 　　　　　　　acid 　　　　　　acid

O．Ol

0．02

0，05o

、塵

0．2o

．51

0 ．侶 †

（0．1司 ）††

0 ．52
（0．且Nl）

1．6　　　　　 0．88
（0．05騨1）　 　 （0．2岬1）

1．7　　　　　 0．96
（0．05尊1）　　　　（0．2蝉1）

0，58　　　　 L9 　　　　　　艮，［
（0，旦一1）　　　（0，05剛1）　　　（0．匣一1）

0．62　　　　　　2，璽　　　　　　　 1．4
（0 ，1− ！）　　　（0，05− 0 ．5）　　（0．1〜0 ．5）

0．76　　　　　　2．3　　　　　　　 L7

（0 ，匚蝉1）　　　　（0，05脚0 ，5）　　（0．1−0 ，5）
0．84 　　　　　2．2　　　　　　 1．7
（0．【醒1）　　 （0．1 尊0 ，5）　 （0、2岬1）

0．84　 　 　 　 L8 　 　 　 　 　 　　 −
（0．1”D 　　 （0．2岬D

2．0
（0．05−eO ．2）
1．0
（0．2〜D2

，3
（0．05弾0．5）
2，4
（0．05− 0．5）
2．5
（0．05周0．5）
2，9
（0．05−0．5）
1．8
（0 ，05卍1）

OU

信雨一一嘱
日口信
倒

」

†　∂log　D ！∂Ieg［TOA ］eqttl ］lbr 【um ；　 ††　Initial　 TOA 　concentra ・
tlon，　 mol 　dm ¶3

る こ とが 明らか に な っ た ．

　以上 の 結果に 基 づ い て TOA に よ る 各有機酸の 抽出

平衡式 は 次 の よ うに 表 され る と推論 で ぎ る．す なわ ち

H ” A （鴫 ）十 珊 R3N （Qrg ） 零＝ ± （R5N ）卿
H

雌
A （org ）

こ こ で 乳酸 に は m ＝1，酒石酸 及 び コ ハ ク 酸 に は m ＝1

〜2 及 び ク エ ソ 酸 に は m ； 1〜3 が そ れぞ れ 適用 さ れ る ・

な お 平衡式 で の 有機相の 化学種 と し て は，有機酸 の 付 加

以外 に そ の 多量 化 及 び 解離平衡 の 影 響 な ど が 考慮 さ れ

る．

　更に 抽出に 伴 う有機相中 の 水分含有量 の 変化 を調 べ た

が，［H20 ］。。gxt［
HnA ］。 rg の モ ル 比 は い ずれ も水相の 酸

濃 度の 増加 と と もに 減少 し，乳酸で は 水 相 の 酸濃度が 8

mol 　drn ’s で 0 ．48，酒 石酸 で は 1　 mol 　drn ”3 で L45 ，

コ ・ ・ク 酸 で は O ．5mol 　 dm −a
で O ．6 及 び ク エ ソ 酸 で は

lmol 　dm “s
で O．98 の 値を得た ．し か し こ れ ら の 値 は

酸濃度 の 増 加 に 従 っ て 更 に 減少す る傾 向が 認 め られ る の

で ，化 学 種 の 水 の 含有 量 は 著 し く 減少す る と 考 え られ

る．

　3・2 赤外線吸収 ス ペ ク トル

　各有機酸及 び そ れ ら の TOA に よ る 抽出物に 対 し赤

外線吸収 ス ペ ク トル 測定 を行 っ た
e｝ （Fig ．4）．乳酸 の ス

ペ ク ト ル に は 水酸基と カ ル ボ キ シ ル 基 に よ る OH 伸縮

振動を 3760〜2160　cm
’i

の 幅広 い 吸収パ ソ ド と して 示

す。そ し て C ＝ 0 伸縮 振動 は 1660　cm
−1

付近 に 肩を持

っ 1720　cm
”i

の 強い 吸収 と し て 観察 され る。 又 C −0

伸縮 と OH 面内変角振動 の カ ッ プ リ ソ グ に よ る 1220

　 　 　 4000　　3200　　2400 　　1800　　1400　　1000　　650

　 　 　 　 　 　 　 　 　 Frequency ！cm
−1

Fig．　4　1nfrared　 sp   tra　 of 　organic 　acids 　and 　the董r

　　　 　 extracts 　 with 　O ．5mol 　dm − 3　TOA

　 　 　 　 A ： 1actic　 acid ］　 B ； extrac ヒ from 　l　mQl 　dm −31actic

　 　 　 　 acid ；　G ： tartaric　 acid ； D ：extraet 　from　l　mol 　dm −3

　 　 　 　 tartaric　 aeld ；　E ： succin 童c　acid ； F ： ex しract　from　O．5
　 　 　 　 mol 　dm −3　 succinic 　acid ；　 G ： citric 　acid ；　 H ： cxtract

　 　 　 　 from　 I　moE 　dm −3　 citric 　 acid

c皿
一1 を 中心 と し た

一
連 の 吸収 パ ソ ド，

−G −OH 伸縮振動

の 1100cm ’i
に 肩を持 っ 1125 と 1040　crr「 旦

の 吸収，

及 び 920cm −
【

の OH 面外 変角振 動 が 認 め られ る．一

方乳酸抽出物 の ス ペ ク ト ル で は 3760・− 2160　cm
’t

及び

17×0　cm
’t

の 吸収強度は い ず れ も減少 し ，代 わ っ て 非対

称及 び 対称 COO 層
伸縮振動が 1595 及び 1370　cm

’i

（CH2 対 称変角振動 と重複） に 現れ ， 又
一C −OH 伸縮振

動 が 1095 と 1040cm 　1
に 認 め られ，乳酸 が TOA と結

合 し て い る こ とを示 し て い る，し か し水 相 の 乳酸濃度が

増加す る に 従 っ て ス ペ ク トル に は し だ い に 乳酸 の 吸収 バ

ン ドが 加 わ る・こ の 現象は 抽 出化学種 に 更 に 乳酸 の 付 加

し た ［RaNHA ］HA が形成さ れ る こ とを示唆 し て い る ・

　酒石酸 の ス ペ ク ト ル に は 水 酸 基 の OH 伸縮振 動 が

3380及 び 3300　crn
−】

に 分裂 した 吸収 バ ソ ド と し て ， 又 カ

ル ボ キ シ ル 基 の それ は 上 記 の 吸収 と一部重 な っ て 3300

〜2280cm −1
の 領域に 認め られ る．そ し て C ＝0 伸縮振

動 の 強 い 吸収 は 　17　to　cm − 1
，
　 C −−O 伸縮 と OH 面内変

角振動 の カ ッ
プ リ ソ グ に よ る 吸収 バ ン ドが 1420

，
1335

，
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1315，1255，1220 及 び 1185　cm −i
に 現れ る．更 に C −

OH 伸縮 振動 に よ る 吸収 バ ン ドが 1130，1080 及び 990

c 皿
一

ユ
に ，OH 面外変角振 動 の 吸収 が 935 と 870　cm

−1

に 観察さ れ る． こ れ に 対 し 酒 石 酸抽 出物 の ス ペ ク トル で

は 3・900 −−2280　cm
−i

の 吸 収強度 の 減少 に 伴 っ て
，

3400

c 皿
一

且

付近 の 水酸基 に よ る OH 伸縮振動 の 幅広 い 吸収

が 明確 とな る ．又 C ＝0 伸縮振動 が 1720　cm
− i， 非対

称及び 対称 COO 一
伸縮振動 が 1605 及 び 　1350　cm

−1

（CH ， 対称変角振動と 重複） に それぞれ 現 れ る ． 更 に

C −OH 伸縮 振動が lll5 及び 1075　cm
−1

に ，　OH 面外

変角振動が 995 及 び 890cm −1
に 弱 い 幅広 い 吸収 バ ソ

ドと し て 認 め ら れ る． こ の 結果抽出物 の ス ペ ク ト ル は 酒

石酸 の それ よ り もか な り単純な吸収状態を 示す。

　 コ ハ ク 酸 の ス ペ ク トル は カ ル ボ キ シ ル 基 の OH 伸縮

振動 が 2910cm − 1
を 中心 と し て ，2620 と 2520　cm 一

工 に

小 さ な吸収 を伴 っ た 3440〜1960cm − 1
に 至 る 幅 広 い 吸

収バ ソ ド と し て 現れ る． そ し て C ＝0 伸縮振動が 1685

cm
’L

，　C −O 伸縮と OH 面内変角振動 の カ ッ
プ リ ソ グ吸

収 パ ン ドが 1410
，
1305

，
1200 及 び ll75　cm 一

旦，及 び OH

面外変角振動が 890cm −1
に 肩 を持 つ 910・cm

− 1
の 吸収 と

し て そ れ ぞれ認 め ら れ ，
こ れ らの 吸収 パ ソ ド強度は い ず

れ も強 い ．こ れ に 対 し て コ ハ ク酸抽 出物 の ス ペ ク ト ル で

は 3400　crn
一

正
を中心 と した 弱 い 幅広 い 吸収 が 認 め られ る

が， こ れ は抽 出の 際に 付随 し た 水 分子 （水 相 の コ ハ ク 酸

初濃度が o ・5mol 　dm −3
で ［H20 ］erg ／［HnA ］org の モ ル 比

0 ，60） に よ る もの と考 え られ る ． C ＝0 伸縮振動 は 1720

cm
−1，非 対称 及 び 対称 COO 一

伸縮振動吸 収パ ン ドが

1565 及 び 1370cm −1
（CH ， 対 称 変角振動 と重複） に そ

れぞれ現れ る ． し か し カ ル ボ キ シ ル 基 に 起 因する 2910

cm
−1

を 中心 と し た 幅広 い 吸収 パ ン ド，
　 C −0 伸縮振動 と

OH 面内変角振動 の カ ッ プ リ ソ グ に 基 づ く 1245
，
1200

及 び 1175　cm
’i

の 吸 収，及 び OH 面外変角振 動 の 吸収

強度 は い ず れ も減少し ，
TOA が コ ハ ク 酸 の カ ル ボ キ シ

ル 基 に 結 合 し て い る こ と を示唆 し て い る ．

　 ク エソ 酸 の ス ペ ク トル に は 水酸基に よ る OH 伸縮 振

動 が 3350〜3300　cm
−1

に ，
カ ル ボ キ シ ル 基 の OH 伸縮

振動が 3300 〜2500cm − 1
の 領域 に 重 な っ て 現れ，又 C ＝0

伸縮振動は 1750，1720及び 1685　crn − L
に 分裂 し，　 C −0

伸縮 振動 と OH 面内変角振動の カ ッ
プ リ ン グ に よ る 吸収

バ ソ ドが 分裂 した 多重 バ ン ドと し て 1420，1395，13D5
，

1295
，
1258

，
1230

，
1210 及 び 1190　crn

’i
に 現れ る．更

に 水酸基 の C −OH 伸縮振動に よ る 吸収 が 1105
，

1050

及 び 10且5cm −1
に ，　 OH 面外変角振動 に よ る 吸収 が

890cm − 1
に 認 め ら れ る． こ れ に 対 し ク エ ン 酸抽 出 物 の

ス ペ ク トル で は， ク エ ソ 酸濃度 の 変化 に よ っ て あ ま り差

異 が 認 め られず，3350〜3SOO　cm
−1 の 吸 収強度 の 減少に

伴 っ て ，水酸 基 の OH 伸縮振 動 が 3400・cm
’i 付近の 幅

広 い 吸収 と し て 明確 に な る．C三〇 伸縮振動 は 1725cm一正

の 吸収 とな り ， 非対 称及 び 対称 COO 一
伸縮振 動が 1590

及 び 1370　cm
− 1

（CH ， 対称変 角振 動 と 重複） に 現 れ ，

更に C −0 伸縮振 動 と OH 面 内変 角振動 の カ ッ プ リ ソ

グに 基づ く吸収 パ ソ ド強度 は 減少 し，全体 と して ク エ ン

酸 よ り も単純な 吸収状態と な る，又
一C −OH 伸縮振動

は 吸 収強度を 減少 し て 1095cm − 1
に 現れ る ， こ れ らは

ク エ ン 酸 の カ ル ボ キ シ ル 基 に TOA が 結合 す る が ， そ

の カ ル ボ キ シ ル 基 は TOA に よ り全部は 占有 さ れ て い

ない こ とを 示唆 し て い る ．

　以上 の 赤外線吸収 ス ペ ク ト ル 測定 の 結 果 は 前述 の 抽出

平衡 の 結論 と よ く対応 し て い る．

　3。S 　抽出温度効果

　抽 出温度 を 20〜50 ° C と変化 さ せ ，抽出温度に 対す る

各有機酸 の 抽出 の 依存性に つ い て 検討 した結 果を Table

2 に例示する ．有機酸 の 分 配比 は 抽 出温度 の 上昇に 伴 っ

て 減少 し ，こ の 現象は 抽出条件が異 な る 場合 で も変化 し

な い こ と が分か る．

Tab 星e　2　Temperature −depcndence 　 of 　distribution

　　　　 ratio 　for　the 　 extraction 　of 　organic 　acids

　 　 　 　 with 　 O ．2mol 　 dm − s　 TOA

OrganicacldInitial
　aquceu5

0rganic 　 acid 　　　　厂
concn ．ノmol 　dm −3

　　20℃ 　　　3eecDistribution

　ratio40ec

　　　OOOC

Lactic 　ac 鑑d

TartaTic 　aC ；d

Succinic　acid

Citric 　 acid

0．1150

．OtO
，110

．璽

0．50
．OlO
．【

1

0．153　　　0，童29　　　0．099　　　0，0B4
0，163　　　0．142　　　0 ．1【4　　　0．094
0．074　　 0．（册 　　　0 ．〔鵬 　　　0．（燭
0．畳88　　　0．旦33 　　　0．097　　　0，075
0の310　　　0．145　　　0．087 　　　0、039
0．147　　　0．12B　　　O．鵬 　　　　0．053
n，069 　　　0．  1　　　0．Q34 　　　 0．027
0．167　　　0．069　　　0．040　　　0．033
0．374　　　0．聖DO　　　O．059 　　　0．e39
0，735　　　0．266　　　0．IlO　　　O、051
0．167　　　0．星39　　　0匸13些　　　0．114

　終 わ り に TOA は 広 栄 化 学 工 業 株 式 会 社 及 び ク エ ソ 酸

は 磐 田 化 学 工 業 株 式 会 社 よ り提 供 さ れ た も の で あ る こ と

を 付 記 し ， 謝 意を 表 す る．
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　 Extractien　of 　lactic
，　tartaric

，　5ucd 皿 ic
，　and

cit   c 　acids 　by 　tri 耐 ylamine ．　 Taichi　SATo
，
　Hiroshi

WATANABE
，
　 and 　 Hiroshi　 NAKAMuRA （Department 　 of

Applied　Chemistry，　Faculty　of　Engtneering ，　Shizuoka

University，3−5− 1，　Johoku，　 Hamamatsu −shi ，　 Shizuoka

432 ）

　The 　extraction 　of 　lactic
，
　tartaric ，　succinic ，　and 　citric

acids 　from　aqueous 　solutions 　by 　trioctylamine （TOA ，

RBNI 　 was 　investigated　under 　various 　conditions ．　 As 　a

result
，
　 it　 was 　found　 that 　 the 　 concentration 　 of 　 acid 　 in

thc 　 organic 　 phase　 increases　 with 　 incrcasing　 aqueous

acid 　concentration 　and 　this　tendency 　is　little　influenced
at 　different　TOA 　concentrations ．　 The 　log−log　pIo重s　of

d三stribution 　ratio 　vs ．［TOA ］　revealed 　the 　fb110wing

power 　 dependence ： 0．5〜 1　 for　 lactic　 acid ，1〜2　fbr

tartaric 　and 　succinic 　acids
，
　and 　1〜 3　f（）r　ci廿 ic　acid ．

Hence 　 the 　 extraction 　 of 　 organic 　 acids 　by　TOA 　 is　 ex −

pressed　by　the　 cquilibrium 　 equation 　 HnA （aq 〕十

mR3N （。rg ）試 （R3N ）mHnA （。 rg ） where 　 n　and 　m ＝1fbr

lactic　 acid
，
　 n ＝2　 and 　 m ≡1〜 2　fbr　tartaric 　 and 　 succinic

acids
，
　and 　n ・＝3　and 　m ・＝1〜3　fbr　 citric 　acid ．　 The

fbrmation 　 of 出 e 　 organic 　 species 　 is　 also 　 supported 　 by

infrared　 spectral 　 results ．　 Moreover 　 tlle　 temperature −

dependence 　of 　distribution　ratio 　indicates　that　thc 　 ex −

traction 　of 　organ 正c　acids 　decreascs　 with 　increasing　tem ．

perature・
　　　　　　　　　　　　　　（Received 　 March 　 7

，
1985）
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